
令和 7 年度 第 1 回中部森林管理局保護林管理員会 議事概要 
 

開催場所 中部森林管理局 局長応接室

開催日時 令和 8 年２月１６日（月）１３：３０～１５：３０

出席委員 安藤 正規（岐阜大学応用生物学部 准教授） 

磯田 圭哉（国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所 

     林木育種センター遺伝資源部長） 

植木 達人（信州大学 名誉教授） 

奥  敬一（富山大学学術研究部 芸術文化学系 教授） 

西條 好廸（一般財団法人自然学総合研究所顧問・理事） 

竹中 千里（名古屋大学 名誉教授） 

堀田 昌伸（日本野鳥の会長野支部） 

柳  真子（専門学校職藝学院 准教授） 

由井 正隆（長野県木材協同組合連合会 理事） 
議  題 １．令和７年度 保護林モニタリング調査結果の検討について 

２．令和８年度 保護林・緑の回廊モニタリング調査計画等について 

３．その他 

 （ア）保護林内における行為の報告等について 

 （イ）令和８年度 現地検討会の予定について 

 （ウ）保護林区域の拡張について 
概  要 【議題１ 委員からの主な意見】 

1.南アルプス南部光岳森林生態系保護地域 

・光岳のプロットにおいて稚樹が増えない理由はシカの食害によるも

の。このまま放置すると将来深刻な影響を及ぼすため、柵ばかりでな

く捕獲を含めた徹底的な管理が必要。 

・核心部の保護を優先するトリアージ的な対応が必要。その対応に当

たっては、10～20ｍ四方の柵で囲い、何が失われ、何を優先して保護

するのかを継続的に観察しながら行う。 

・シカによる被害対策は長期的に取り組む必要。 

 

2. 八ヶ岳縞枯山希少個体群保護林 

・森林詳細調査（小円（1cm）/中円（5cm）/大円（18cm））の測定結

果について、稚樹動態の把握なら小円内の数値のみ、林分動態なら該

当径級のみ、など目的別にデータを選択して評価するべき。 

・シラビソの個体数が減り、オオシラビソの個体数が増加した理由は

シカの嗜好性、環境変化、気温変動等の影響による可能性。 



【取扱注意】                 【保護林管理委員会関係者限り】 

・シラビソとオオシラビソとではシカの嗜好性に違いがあるのか。 

・シカは嗜好順位に従って採食する。最終的にはシラビソも食べる。 

 

3. タテヤマスギ遺伝資源希少個体群保護林 

・ツキノワグマによる新規の剥皮被害が確認されており、今後被害が

増えていかないよう対策が必要。 

・立山の天然スギは貴重であり確実に保護するようお願いする。 

 

4. 豊口山シダ希少個体群保護林 

・保護対象種であるトヨグチイノデが今回と 10 年前のプロット調査

において確認されていない。専門機関とも連携して生育を確認する必

要。 

 

5. 白山山系緑の回廊 

・鳥類調査で一番重要な時期は繁殖期。繁殖期における調査を継続し

て実施してほしい。 

・野鳥の行動経路を基に植物の種子散布の状況について考察してほし

い。 

 

6. 丸山谷希少個体群保護林（ヤツガタケトウヒ） 

・保護対象種であるヤツガタケトウヒは、西岳と小瀬谷では確認され

ているものの、丸山谷では平成 19 年保護林設定当時からもともと１

個体しか確認されていない。その後の調査においては確認されていな

いが、再出現の可能性があるため保護対象種から外さずにもう少し様

子を見ることとする。 

 

【議題３ 委員からの主な意見】 

7. 令和８年度現地検討会の予定について（五ノ池現地検討会） 

・保護林内の既存ルート以外への立ち入りはしない方がよい。 

・現地検討会には環境省のほか利用関係者の出席をお願いしたい。 

 

                        －以上－ 


